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災害対応について
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説明内容    

 大規模災害発災直後には、緊急対応の移動需要が発生し、

日常を取り戻すまでの間、移動需要は、徐々に多様化・細分

化していく。

 災害時に公共交通に求められる役割を果たせるよう、本日

は、以下２点の情報共有を図る。

 災害対応について
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・緊急対応時における

 指揮系統（連絡体制）

（1）ねらい

・災害対応時の仕組み

説明内容      災害対応について
（2）被災後における公共交通サービスの変化
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 大規模災害後には時間の経過と共に、求められる公共交通サービスが変
化していく。東日本大震災時の記録を基に、参考提示する。

・バス事業者等による
 避難所への輸送など
・緊急的な輸送

発災     1週間程度      1ヶ月程度 

緊急対応期
避難者支援

平常時

非常時

時間の経過

応急期
代替輸送

復旧期
日常への移行

仮設住宅等への対応

・避難所と通院、入浴
 施設を結ぶ臨時的な輸送
・鉄道代替バスや高速バスの運行

・日常生活の再開に合わ せ、
 スクールバスや各種巡回バスの提供
・仮設住宅に配慮した交通サービス
・きめ細かい移動需要の多様化

参考文献：東日本大震災と公共交通Ⅱ（鈴木 文彦）
     地域のモビリティ確保の知恵袋2012（国土交通省）



説明内容      災害対応について
（3） 民間車両借り上げ計画
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 災害時における応急対策従事者及び救護物資の輸送を円滑に処理するた
め、静岡県地域防災計画において、輸送計画が定められている。
 陸上輸送においては、鉄道利用のほか、民間車両の借り上げ計画が定め
られている。

民間車両の協力要請

 民間車両の借り上げは、中部運輸局静岡
運輸支局を通し、資料編Ⅱ（10-4-5 ）（別
紙「民間車両借り上げ計画」）により協力
要請する外、県は必要に応じ協定締結によ
り要請するものとする。

※静岡県は県バス協会と、住民等の輸送に
 ついて別に協定を結んでいる。

説明内容      災害対応について
別紙「10-4-5 民間車両借り上げ計画」（抜粋）
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い ず 東 海 タ ク シ ー ( 株 ) 社 長



説明内容      災害対応について
別紙「10-4-5 民間車両借り上げ計画」（抜粋）
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説明内容      災害対応について
（4） 静岡県災害時交通マネジメント検討会
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 災害応急復旧時において、渋滞緩和や交通量抑制により、復旧活動、経
済活動及び日常生活への交通混乱の影響を最小限に留めることを目的とし
て、「静岡県災害時交通マネジメント検討会」を組織している。
 令和３年7月の熱海市伊豆山土砂災害時には、関係機関等が集まり、交通
マネジメント施策の検討・調整を２回行った。

【構成員】（詳細別紙）

学識経験者
中部地方整備局
中部運輸局
静岡県交通基盤部
その他関係機関 等

静岡県警本部
静岡県トラック協会
静岡県バス協会
静岡県タクシー協会

【検討・調整事項の例】

・必要な情報等の共有
・交通課題やニーズにつ 
 いて意見交換
・交通状況を踏まえ、各
 交通モードの役割分担
 について調整 等
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令 和 ３ 年 ７ 月 １ ４ 日 

国土交通省 中部地方整備局 
沼 津 河 川 国 道 事 務 所 
静 岡 国 道 事 務 所 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．配布先等 

静岡県政記者クラブ、沼津記者会、三島記者クラブ 

 

２．問い合わせ先 

国土交通省 中部地方整備局 沼津河川国道事務所副所長 小川
お が わ

 喜
よし

睦
ちか

 計画課長 野本
の も と

 高視
た か み

 

TEL 055-934-2010  FAX 055-934-2015 

 静岡国道事務所 副所長 浅井
あ さ い

 聡
さとし

 計画課長 家
いえ

垣
がき

 義洋
よしひろ

 

TEL 054-250-8900  FAX 054-252-5747 

 

 

本日開催した「静岡県災害時交通マネジメント検討会」の結果をお知ら

せします。 

 

○静岡県熱海市周辺の被災状況と現状の交通課題・ニーズについて、関係

機関相互で幅広く意見交換を行った。 

 

○今後、観光シーズンで増加する観光客に対して、災害対応の状況等を考

慮しつつ、各段階で適切な交通案内を行うことが重要であることを確認

した。 

 

○本日一般開放された熱海ビーチラインの利用状況など、今後の熱海都市

圏の交通状況を踏まえながら、利用目的や発着地に応じた各道路の機能

分担や、道路・鉄道などの各交通モードの役割分担について、引き続き

関係機関相互で調整を図りながら、今後の交通案内について検討するこ

とを確認した。 

 

○検討にあたっては、各観光協会、ボランティア担当部局、災害復旧・復

興担当部局、まちづくり担当部局などの関係機関からも意見聴取を行う

ことを確認した。 

静岡県災害時交通マネジメント検討会 

の結果について 

Administrator
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静岡県災害時交通マネジメント検討会 構成員 

【学識経験者】 

静岡大学防災総合センター      特任教授 

静岡県立大学経営情報学部      准教授 

名古屋大学大学院環境学研究科    教授 

埼玉大学理工学研究科        教授 

日本大学理工学部交通システム工学科 教授 ※ 

 

【構成機関】 

中部地方整備局 道路部 

静岡国道事務所 

沼津河川国道事務所 

浜松河川国道事務所 

中部運輸局 交通政策部 

静岡県 交通基盤部 

静岡市 建設局 ※ 

静岡市 都市局 ※ 

浜松市 土木部 

浜松市 都市整備部 

静岡県警本部 

中日本高速道路(株) 東京支社 

静岡県道路公社 

日本道路交通情報センター名古屋事務所 ※ 

静岡県トラック協会 ※ 

静岡県バス協会 

静岡県タクシー協会 

 

【関係機関】 

静岡県 スポーツ・文化観光部 

熱海市 ※ 

美しい伊豆創造センター 

関東地方整備局 横浜国道事務所 

神奈川県 県土整備局 

神奈川県警本部 

湯河原町 

小田原市 

真鶴町 

※ 今回欠席 
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 Press Release 

令 和 ３ 年 ７ 月 ２ ９ 日 

静岡県災害時交通マネジメント検討会 

  
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．配布先等 

静岡県政記者クラブ、沼津記者会、三島記者クラブ 

 

２．問い合わせ先 

 ○検討会全般について  

国土交通省 中部地方整備局 

沼津河川国道事務所 副所長 小川
お が わ

 喜
よし

睦
ちか

 計画課長 野本
の も と

 高視
た か み

  TEL 055-934-2010  

静岡国道事務所    副所長 浅井
あ さ い

 聡
さとし

  計画課長 家
いえ

垣
がき

 義洋
よしひろ

  TEL 054-250-8900      

○公共交通機関の運行状況について 

国土交通省 中部運輸局 交通政策部 交通企画課長 石井
い し い

 信
まこと

   TEL 052-952-8006 

 

 
本日開催した「第２回 静岡県災害時交通マネジメント検討会」の結果

をお知らせします。 
 
○本日 15 時予定の国道 135 号規制解除（一般開放）後の交通マネジメン

トについて意見交換を行った。 
 
○今後、熱海市周辺地域では、お盆にかけて観光の最盛期を迎えるが、国

道 135 号では規制解除後も通行規制の暫定基準（雨量等）が設けられる

とともに、平行する市道伊豆山神社線等の通行制限も継続するため、交

通の円滑化と地域交通の確保の観点から、観光交通などの一般交通に対

して、引き続き関係機関が連携して適切な情報発信を行うとともに、交

通状況を注視することを確認した。 
  
○路線バスについては、７月 30 日から伊豆山・湯河原線が熱海駅～伊豆山

間の再開により通常運行予定、七尾線が熱海駅～国道 135 号経由～七尾

団地で運行（桃山～伊豆山小学校は引き続き運休）予定。残る桃山～伊

豆山小学校間は、路線バスと地元ボランティアの運行による空白区間の

解消に向けた調整を進めることについて関係者間で共有した。 
 
○今後も、調整事項が発生した場合には、引き続き関係機関相互で調整を

行うことを確認した。 

以上 

第２回 静岡県災害時交通マネジメント検討会 

の結果について 
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静岡県災害時交通マネジメント検討会 構成員 

【学識経験者】 

静岡大学防災総合センター      特任教授 

静岡県立大学経営情報学部      准教授 ※ 

名古屋大学大学院環境学研究科    教授 

埼玉大学理工学研究科        教授 ※ 

日本大学理工学部交通システム工学科 教授  
 

【構成機関】 

中部地方整備局 道路部 

静岡国道事務所 

沼津河川国道事務所 

浜松河川国道事務所 

中部運輸局 交通政策部 

中部運輸局 静岡運輸支局 

静岡県 交通基盤部 

静岡市 建設局  

静岡市 都市局 ※  

浜松市 土木部 

浜松市 都市整備部 ※ 

静岡県警本部 

中日本高速道路(株) 東京支社 

静岡県道路公社 

日本道路交通情報センター名古屋事務所  

静岡県トラック協会 ※  

静岡県バス協会 ※ 

静岡県タクシー協会 
 

【関係機関】 

静岡県 スポーツ・文化観光部 

熱海市  

美しい伊豆創造センター 

関東地方整備局 横浜国道事務所 

神奈川県 県土整備局 

神奈川県警本部 ※ 

湯河原町 

小田原市 

真鶴町 ※                 ※ 今回欠席 
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熱海峠IC

伊
豆
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

沼津IC

国道135号

天城高原IC

⻑泉沼津IC

大場･函南IC

御殿場IC

厚木IC

御殿場JCT

秦野中井IC

伊豆スカイライン
（有料）

三島塚原IC

⻲⽯峠IC

海老名JCT

箱根峠IC

早川IC
山崎IC

国道135号の
通行止基準

①20mm/h以上
②3時間連続で10mm/h以上
③連続雨量100mm以上 等

伊豆地域へ訪れる皆様へ
道路のご案内

熱海市伊豆山地区で発生した土石流に伴い、国道135号（熱海市東海岸町～

神奈川県境）は、雨量等により通行止めとなる場合があります。

また、国道135号逢初橋周辺では、捜索・復旧活動を継続しております。

伊豆地域へお越しの方は、下図をご参考ください。

熱海ビーチライン
（有料）

問合せ：静岡県 交通基盤部 道路局 道路企画課、道路保全課
054-221-3013、3025


